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平
成
十
四
年
度
第

一
回
理
事
会
・
評
議
員
会
開
催

去
る
五
月
十
五
日
、
平
成
十
四
年
度

第

一
回
理
事
会
及
び
評
議
員
会
が
開
催

さ
れ
、
事
務
局
か
ら
提
案
さ
れ
た
平
成

十
三
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
案

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
に
先
EV
一ち
理
事
長
が
次
の
よ
う

に
挨
拶
し
ま
し
た
。

我
が
国
の
経
済
は
、
長
期
に
わ
た

っ

て
低
迷
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
経
済

環
境
の
中
で
超
低
金
利
の
影
響
を
受

け
、
本
会
の
事
業
運
営
も

一
段
と
厳
し

さ
を
増
し
て
い
る
が
、
平
成
十
三
年
度

の
事
業
は、

皆
様
の
ご
協
力
と
ご
支
援

に
よ
り
滞
り
な
く
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。

平
成
十
三
年
度
の
こ
れ
ま
で
の
事
業

概
況
は
、
ま
ず
、
育
英
事
業
は
事
業
費

総
額

一
億
四
七
O
O
万
円
を
も

っ
て
学

資
給
与
奨
学
生
五
二
八
名
、
奨
学
金
貸

与
奨
学
生
九
五
名
、
合
計
延
べ
六
二
三

名
を
お
世
話
し
た
。
こ
の
奨
学
生
の
数

は
前
年
度
に
比
べ
四
八
名
減
少
し
て
い

る
が
、

本
年
度
も
新
た
に
五
六
名
を
奨

学
生
と
し
て
採
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
こ
と
は
、
ご
遺
族
の
気
持
ち
を

考
え
る
と
、
誠
に
心
が
痛
む
思
い
で
あ

4Q

。次
に
、
募
金
の
関
係
で
は
、
「
第
八

期
漁
船
海
難
遺
児
育
英
資
金
募
金
運

動
」
の
二
年
度
に
あ
た
る
本
年
度
、
現

下
の
厳
し
い
諸
環
境
と
あ
い
ま

っ
て、

年
間
目
標

一
億
円
に
対
し
約
九

0
0
0

万
円
の
実
績
で
あ

っ
た
。
ご
協
力
い
た

だ
い
た
漁
協
系
統
を
は
じ
め
関
係
各
位

に
は
衷
心
よ
り
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

な
お
、
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
に

よだム一品英τ,e,,.-
同( 1 ) 

つ
い
て
は、

議
案
と
し
て
諮
る
が
、
八

O
O
O
万
を
基
本
財
産
に
繰
り
入
れ
、

事
業
基
盤
の
強
化
を
図
り
将
来
に
備
え

た
い
と
考
え
る
。

本
日
の
理
事
会
は
、
「
平
成
十
三
年

度
事
業
報
告
、

収
支
決
算
及
び
正
昧
財

産
増
加
額
処
分
計
算
書

（案
こ

の

ほ

か、

「
評
議
員
の
辞
任
に
伴
う
後
任
評

議
員
の
選
任
」
な
ど
を
用
意
し
て
い
る
。

。
事
業
の
概
況

一
、
学
資
給
与
事
業

前
年
度
同
様
、
幼
児

一一

0
0
0円
、

小
学
生

一
二

0
0
0
円
、
中
学
生

一
五

0
0
0
円
、
高
校
生
等

一
七

0
0
0
円

を
月
額
と
し
、
幼
児
か
ら
高
校
生
等
ま

で
の
奨
学
生
五
二
八
名
に
対
し
て
合
計

九
二
七
八
万
六

0
0
0
円
を
給
与
し

た
ま
た
、
小
学
校
新
入
生

一
七
名
に
八

五
万
円
、
中
学
校
新
入
生
三
九
名
に

一

一
七
万
円
を
入
学
記
念
品
代
と
し
て

さ
ら
に
、
中
学
校
卒
業
生
（
高
校
等
進

学
者
を
除
く
）
三
名
に

一
五
万
円
を
卒

業
記
念
品
代
と
し
て
贈
呈
し
た
。

二
、
奨
学
金
貸
与
事
業

本
年
度
に
つ
い
て
も
前
年
度
と
同
じ

貸
与
額
と
し
、
高
校
等
在
学
生
三
一

名

に
奨
学
金
五
四
七
万
五

0
0
0
円、

一

二
名
に
入
学

一
時
金

一
二

O
万
円
を
、

ま
た
、
大
学
等
在
学
生
六
四
名
に
奨
学

金
三
八
三
五
万
円、

一
四
名
に
入
学

一

時
金
六
五

O
万
円
を
貸
与
し
た
。

な
お
、

貸
与
金
返
還
額
は
、

高
校
等

貸
与
金
三
O
七
三
万
六
五

O
O円、

大

学
等
貸
与
金
二
七

一
五
万
八

一
O
O円

で
あ
っ
た
。
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漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
全
国
協
議

会

・
同
地
方
協
議
会
及
び
漁
協
婦
人
部

連
絡
協
議
会
な
ど
の
協
力
を
得
て
、

全

国
各
地
で
行
わ
れ
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
に

お
い
て
募
金
活
動
を
実
施
し
た
ほ
か
、

平
成
十
二
年
度
に
本
会
設
立
三
O
周
年

を
記
念
し
て
制
作
し
た

「漁
船
海
難
遺

児
と
母
親
の
文
集
」
の
刊
行
、

「海
と

子
供
」
を
テ

i
マ
と
し
た
漁
船
海
難
遺

児
を
励
ま
す
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催

等
行
っ
た
。

ま
た
、
本
年
三
月
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
に
ホ

l
ム
ペ

l
ジ
を
開
設
し、

広
域
的
に
本
会
の
現
状
を
公
開
し
た
。

。
寄
付
金
・
助
成
金

本
年
度
の
寄
付
金
は
八
九
八
八
万
円

余
と
現
下
の
厳
し
い
環
境
の
も
と
目
標

を
下
回

っ
た
。

ま
た
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、
日
本

財
団
か
ら
学
資
給
与
事
業
に
対
し
九

一

O
万
円
の
助
成
金
が
交
付
さ
れ
た
。

ま
た
、

評
議
員
の
辞
任
に
伴
い
、
原

剛
三
氏

（静
岡
県
漁
業
協
同
組
合
連
合

会
代
表
理
事
会
長
）
と
新
行
内
孝
男
氏

（全
国
都
道
府
県
教
育
委
員
会
連
合
会

事
務
局
長
）
の
二
名
が
選
任
さ
れ
た
。

平
成
十
四
年
度

第
一
回
選
考
委
員
会

去
る
平
成
十
四
年
五
月
九
日
、

平
成

十
四
年
度
第

一
回
選
考
委
員
会
が
開
催

さ
れ
、
「
第

一
回
奨
学
生
出
願
者
（
平

成
十
四
年
四
月
二
十
五
日
締
切
り
）
の

選
考
」
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
幼
稚
園
・
小
中
高
等
学
校

在
学
の
学
資
給
与
奨
学
生

一
七
名
、
高

校
等
在
学
の
貸
与
奨
学
生
六
名
（
学
資

給
与
金
と
併
願
）
、
大
学
等
在
学
の
貸

与
奨
学
生

一
七
名
、
合
計
四

O

（実
質

三
四
）
名
の
採
用
が
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
前
年
度
か
ら
の
継
続
奨
学
生

と
併
せ
て
、
新
規
奨
学
生
を
加
え
た
平

成
十
四
年
六
月
末
日
現
在
の
奨
学
生
数

は
、
別
表

「都
道
府
県
別
奨
学
生
数
」

の
と
お
り
で
す
。

第
五
十
二
回

浅
海
増
殖
研
究
発
表

全
国
大
会

平
成
十
四
年
五
月
三
十
日
、

宮
城
県

七
ケ
浜
町

「七
ヶ
浜
国
際
村
」
に
お
い

て、

『第
五
十
二
回
浅
海
増
殖
研
究
発

表
全
国
大
会」

（
浅
海
増
殖
研
究
中
央

協
議
会
、
全
国
海
苔
貝
類
漁
業
協
同
組

合
連
合
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

絶
好
の
大
会
日
和
と
な

っ
た
当
日

は、

全
国
か
ら
関
係
者
お
よ
そ

二
ハ六

O
名
が
集
ま
り
、
生
産
技
術
の
向
上

・

消
費
拡
大
を
目
指
し
た
研
究
成
果
の
発

表
や
表
彰
式
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、

会
場
の
外
で
は

『海
苔
機
械

資
材
展
示
会』

も
併
せ
て
開
催
さ
れ
、

付
者
か
ら
の
お
便
り

＊
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
、
熱
い
も
の
が
こ

み
あ
げ
て
く
る
こ
こ
数
週
間
で
し
た
。

あ
の
パ
ワ
l
、
平
和
に
む
い
た
ら
最
高

で
す
ね
。

（
埼
玉
県
松
本
安
裕
）

＊
遺
児
の
皆
さ
ん
、
ご
家
族
の
皆
さ
ん
、

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
仲
良

く
支
え
合
っ
て
る
家
族
の
ニ
ュ
ー
ス
が

一
番
の
楽
し
み
で
す
。
が
ん
ば

っ
て
下

さ
い
。

（
千
葉
県
福
田
昌
佳
）

＊
そ
の
町
に
生
ま
れ
育
ち
、
大
人
に
な

っ
て
も
そ
こ
で
暮
ら
し
て
い
る
人
、
い

わ
ゆ
る
地
元
の
人
で
、
地
元
を
旅
し
た

り
歴
史
を
知

っ
て
い
る
人
は
少
な
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。
よ
そ
か
ら
行
く
と
、

新
鮮
で
興
味
深
い
も
の
で
す
。
私
は
小

学
生
の
時
、
父
の
転
勤
で
本
州
の
南
端

か
ら
遠
い
北
の
町
へ
住
む
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
言
葉

・
食
物

・
風
景
、
す
べ

て
が
違
っ
て
い
ま
し
た
。
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1
1
1

く
の
参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

な
お
、

会
場
入
口
で
は
、
大
会
関
係

者
並
び
に
宮
城
県
漁
連

・
共
水
連
宮
城

県
事
務
所
の
職
員
の
方
々
の
ご
協
力
に

よ
り
募
金
活
動
が
実
施
さ
れ
、
来
場
さ

れ
た
皆
様
か
ら
暖
か
い
ご
支
援
を
賜
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

現

在

も

所

に

よ

っ
て

、

0

0

ま

ち

ち

ょ

う

町
・
×
×
町
と
呼
び
変
え
ま
す
が
、
ど

の
よ
う
に
使
い
分
け
る
の
だ
ろ
う
と
い

つ
も
不
思
議
に
思

っ
て
い
ま
し
た
。
聞

い
た
話
に
よ
る
と
、

江
戸
時
代
ま
で
は

藩
が
独
自
の
法
律

・
租
税
を
行

っ
て
い

ま
し
た
が
、
明
治
時
代
に
な

っ
て
廃
藩

置
県
が
試
行
さ
れ
、

今
の
都
道
府
県
と

と
も
に

「ま
ち
」
が
制
定
、
そ
の
後
、

大
正
時
代
に
制
定
さ
れ
た
の
が

「ち
ょ

う
」
だ
そ
う
で
す
。

平
成
十

一
年
、
彦
根
市
へ
転
勤
し
ま

し
た
が
、
琵
琶
湖
の
北
に
片
仮
名
の
名

九
J

よ－つ

前
で
〈
マ
キ
ノ
町
〉
と
い
う
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
し
た
。
面
白
い
な
と
思
い
、

書

店
で

「地
名
か
ら
歴
史
を
読
む
方
法
」

（
武
光
誠
著
）
を
見
つ
け
読
ん
で
い
く

と、

全
国
で
片
仮
名
の
町
は

〈
マ
キ
ノ

町
〉
と
北
海
道
の

〈
ニ
セ
コ
町
〉
だ
け

だ
そ
う
で
す
。
ど
ち
ら
も
ス
キ
l
場
でし

ず

有
名
で
す
ね
。
琵
琶
湖
の
北
に
あ
る
賎

ヶ
岳
（
弘
法
大
師
が
命
名
）
は
、
秀
吉

と
柴
田
勝
家
が
戦
い
、
七
本
槍
の
名
手

の
お
陰
で
秀
吉
が
勝
利
し
た
所
で
す
。

ト
6

4

」

賎
ヶ
岳
の
北
側
の
余
呉
湖
が
血
の
海
に

⑨再生紙使用

兵
庫
県
漁
民
物
故
者

合
同
供
養
祭

平
成
十
四
年
六
月
十

一
日
、
小
雨
降

る
中
、
約
二
五
O
名
の
参
列
者
を
迎
え、

『第
二
十
七
回
兵
庫
県
漁
民
物
故
者
合

同
供
養
祭
」
が
、
和
歌
山
県
高
野
山
に

て
し
め
や
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
供
養
祭
は
、
県
内
の
漁
業

・
水

産
業
の
振
興
発
展
に
努
力
さ
れ
た
方
々

の
偉
業
を
顕
彰
し
永
代
供
養
す
る
と
と

も
に
、
不
慮
の
災
禍
の
絶
滅
を
祈
念
す

る
た
め
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
今
年
は
新
た
に

一
六
O
名
の
尊
霊

が
合
杷
さ
れ
ま
し
た
。

物
故
者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
心
よ

り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

育英会ホームページ

せ
り
が
わ

な
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
芹
川

の
川
沿
い
に
は
、
朝
鮮
通
信
史
が
江
戸

へ
向
か

っ
て
行

っ
た
道
が
今
も
残
っ
て

い
ま
す
。

http://www.jf・net.ne .jp/ikueikai 

そ
血の
,- ま土｝ 回

染

青予言
寂リ

犬
の

る中〈
オミ

風景
かむヴ
人間み

声
カ込

芹
川
の堤

歩
め
ば
風
通
う

木
洩
れ
陽
の
き
ら
め
き

遠
き
青
春

ち
ょ

っ
と
だ
け
、
知
り
得
た
こ
と
を

書
い
て
み
ま
し
た
。
歴
史
を
知
る
こ
と

も
面
白
い
と
思
い
ま
す
。

（
神
奈
川
県

南
三
千
代
）
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護
者
か
ら
の
お
便
り

平成 14年 7月 1日

八
戸
市
青
少
年
海
外
派
遣
事
業
の

一

般
団
員
と
し
て
学
校
代
表
に
選
ば
れ
、

ニ
ュ
l
カ
レ
ド
ニ
ア
で
九
泊
十
日
過
ご

し
て
帰
国
し
ま
し
た
。
透
明
度
の
た
か

い
海
に
感
動
し
、
食
生
活
の
違
い
に
惑

い、

た
く
さ
ん
の
親
切
な
人
達
に
会
い、

と
て
も
よ
い
経
験
を
し
た
よ
う
で
す
。

本
人
い
わ
く
、
「
や

っ
ぱ
り
日
本
が
い

ち
ば
ん
い
い
。
だ
け
ど
、
文
、
行
っ
て

み
た
い
。」

／一＼

（
青
森
県
高
橋
美
津
子
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
つ
に

な
っ
た
ら
、
泣
か
な
い
で
話
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
の
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。

（
青
森
県
田
中
ま
つ
子
）

い
つ
も
皆
様
方
に
は
、
お
世
話
に
な

り
ま
し
て
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
中
学
生
か
ら
高
校
生
に
な
っ
た
こ

と
で
、
送
金
し
て
い
た
だ
く
金
額
が
多

く
な
り
、
と
て
も
助
か

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
三
年
間
、
明
る
い
未
来
に

向
か

っ
て
何
事
に
も
頑
張

っ
て
欲
し
い

と
願
っ

て
お
り
ま
す
。

（岩
手
県
岡
谷
美
貴
子
）

早
い
も
の
で
、

二
才
で
父
を
な
く
し

て、

今
年
は
中
学
に
上
が
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
み
な
様
の
お
か
げ
で
す
。
あ
と

少
し
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
宮
城
県

千
葉
あ
や
子
）

い
つ
も
お
世
話
に
な

っ
て
い
ま
す
。

四
月
に
中
学
に
入

っ
た
二
男
は
野
球
部

に
入
部
し
ま
し
た
。
毎
日
、
朝
練
と
夕

方
七
時
ま
で
の
練
習
。
ま
っ
黒
に
な
っ

て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

（
熊
本
県
曽
方
典
子
）

息
子
も
高
校
に
進
学
し
て
、
日
々
サ

ッ
カ
ー
、
勉
学
に
と
充
実
し
た
高
校
生

活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

（
鹿
児
島
県

よだム一品英育( 2) 

草
原
由
美
子
）

励
ま
し
お
じ
さ
ん
・
お
ば
さ
ん

一
『申
し
込
み
・
奨
学
資
金
の

ご
寄
付
』
の
お
礼

平
成
十
四
年
三
月
か
ら
五
月
ま
で
の
聞

に
、
お
申
し
込
み
を
い
た
だ
い
た
方
々
の

ご
芳
名
を
掲
げ
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

※
ご
芳
名

（
敬
称
略
）

〔
三
月
〕

マ
吉
川
江
美
子
・
継
続
（
八
王

子
市
）
マ
川
口
雄
二
・
新
規
（
品
川
区）

〔四
月
〕

マ
小
川
宏

一
・
継
続
（
柏
市
）

マ
大
類
裕
久

・
継
続
（
我
孫
子
市
）
マ
中

前
明

・
新
規
（
白
井
市
）
マ
川
口
恭

一

継
続
（
佐
倉
市
）
マ
山
本
助
・
継
続
（
静

岡
市
）
マ
奥
手
初
栄
・
継
続
（
京
都
市
中

京
区）

〔五
月
〕

市）

マ
勝
野
ハ
ナ
子

・
継
続
（
調
布

育

英

基

金

平
成
十
四
年
三
月
か
ら
五
月
ま
で
に
ご

寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
々
の
ご
芳
名
を
掲

げ
、
そ
の
芳
志
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

※
ご
芳
名

（
敬
称
略
）

一
、
漁
協
系
統
募
金

（
各
都
道
府
県
の
漁

連
、
信
漁
連
、
指
導
連
等
で
構
成
す
る

「漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
地
方
協
議
会

（略
称

・
地
方
協
）

等
で
取
り
扱

っ
た
分

で
、

一
般
寄
付
金
を
含
み
ま
す
。）

〔三
月〕

O
北
海
道

マ
鹿
文
豊
子
l
香
典

返
し
マ
久
保
信
子
マ
高
橋
信
一
ー
ー
全
快
祝

い
マ
⑧
本
間
水
産
側
｜
チ
ャ
リ
テ
ィ
l
パ

ザ
l
収
益
金
マ
地
方
協

O
岩
手
県

マ
藤
津

和
幸

香
典
返
し
マ
平
野
キ
ヌ
｜
香
典
返

し
マ
川
崎
司
香
典
返
し
マ
向
悟
｜
香
典

返
し
マ
佐
藤
東

一

香
典
返
し
マ
新
井
場

政
勝
｜
香
典
返
し
マ
飯
田
芳
孝
マ
岩
船
靖

夫
マ
久
慈
水
産
高
校
P
T
A
マ
三
陸
港
祭

り
実
行
委
員
会
マ
広
田
半
島
大
漁
ま
つ
り

実
行
委
員
会
マ
秋
さ
け
消
費
拡
大
普
及
推

進
協
｜
銀
河
系
い
わ
て
フ
エ
ス
テ
募
金
マ

陸前高田市漁協協議会マ共友会マ基

金協会マ漁船保険組合マ共済組合マ

共水連県事務所マ栽培漁業協会マ近

海漁船漁業協会マ定置漁業協会マ漁

港協会マさけ・ます増殖協会マ沿岸

組合マ漁場整備協会マ岩手県水産加

工連マ岩手県水産技術センターマ県

漁業取締事務所マ田野畑村農林水産

課マ大槌町役場水産商工謀マ久慈市

水産振興協議会マ岩泉町林業水産課

マ田老町役場マ宮古市水産課マ宮古

水産部マ大船渡水産部マ種市町役場

マ釜石水産部マ釜石市役所水産課マ

山田町役場マ大船渡市役所水産課マ

地方協O宮城県マ宮城県漁協婦人部
連合協議会O山形県マ佐藤孫七マ地

方協O茨城県マ地方協。新潟県マ新
潟県さかなまつりマ山北さかなまつ

りマ岩船さかなまつりマ佐渡さかな

まつり実行委員会マ加茂湖カキ祭り

マ共水連県事務所マ基金協会マ漁業

振興協会マ漁業共済組合マ漁船保険

組合マ県水産課マ地方協O石川県マ
地方協O福井県マ地方協O三重県マ

石田清隆マ鈴鹿市漁協婦人部マ地方

協O京都府マ前野清明l香典返しマ
八木喜代治i香典返しマ地方協O兵

庫県マ瀬戸内海漁業操業安全協会マ

地方協O和歌山県マ芝浩一郎マ漁業
共済組合マ共水連県事務所マ漁船保

険組合マ地方協O岡山県マ地方協O
広島県マ大竹市漁業振興対策協議会

マ地御前かきチャリティlパザlル

実行委員会マ地方協O愛媛県マ地方
協O福岡県マ地方協O長崎県マ川端

ミトマ中山良夫マ高山ゆき子マ福島

幸子マ地方協O大分県マ地方協O宮
崎県マ地方協O鹿児島県マ池田吉明

マ鹿児島まぐろ同友会マ長島町漁協

青壮年部マ地方協O沖縄県マ共水
連・上原課長マ漁協参事会マ漁業無

線局マ漁港協会マ漁業共済組合マ県

漁港課・水産振興課マ地方協

〔四月〕O北海道マ吉岡昭代l故吉
岡治男氏の意志によりO青森県マ地

方協O茨城県マ南部旋網漁業親睦

ねり 4陪学’i n 'f唆？ ,~ 、I'・ 1,1( 14 'F度 第 ll叶採川 内

都道附Mf, ,,_ 'I 
品位＇I'.'/出世中耳 A 什

f!1 'Jc 小？’l,1，・’F’l 品tit";小，ii・品位’i''.'i人？’1,.1小，II ;Ji ic 小乍’1111?'1 
給’J lt'I 

止学生'.'i

it 湖沼 6 31 21 26 制 4 9 13 97 4 3 8 

" 4 5 5 10 21 2 3 5 26 1 1 4 

,,' r 6 6 10 22 4 4 26 

',SJ 城 10 8 13 32 8 9 41 4 5 

'* Ill 1 2 2 3 

,1, 形 1 2 5 6 

五i ,:; 2 5 3 11 1 1 12 

!i.; 械

千 蛙 5 2 3 10 1 1 11 1 2 

車 ，－』，，、 2 2 2 2 4 

神 奈川

斬 ＂正d’』 1 

1:1 ,1, 

行 Ill 1 2 5 8 l 9 

,lt 間 4 1 4 9 9 

霊 白l 3 1 4 4 

1/J Ji' 4 4 4 

吊 1 4 5 5 
rι，1 、 都 2 4 4 

k 阪 2 2 

，、 服 2 5 7 14 1 5 6 20 2 3 

相I 歌 山 2 2 9 13 13 

XI l白 2 2 5 6 1 1 

品 担』 1 5 4 3 13 13 

l~J ,1, 2 2 2 

広 1;, I 2 
u, II 3 5 7 12 27 3 2 5 32 1 I 

徳 1;, 2 2 5 2 3 8 
Fヰ 111 2 1 4 1 5 

霊 w 2 5 4 1 12 3 4 16 I 

ii 相l 5 6 8 19 I 20 1 l 
信 l首j 1 3 4 3 3 7 1 

制｜崎県有明海

佐賀県玄海 1 1 1 

（ヰ町叫I,i’li/ij 2 2 
民 崎 7 9 14 30 7 7 37 2 2 

大 う｝ 3 5 12 21 2 2 23 

熊 本 3 3 2 8 2 10 
,1 崎 2 6 4 5 17 2 1 3 20 2 4 

鹿児ぬ 3 6 7 16 4 5 21 1 4 

縄 3 5 4 5 17 17 1 

I, rtl 24 122 121 188 455 27 58 85 540 6 7 2 2 6 17 40 

会

・
会
長
鈴
木
正
次
O
千
葉
県

マ
房
州
ち

く
ら
漁
協
婦
人
部
O
東
京
都
マ
船
宿
豆
や

マ
安
井
勝
利
マ
式
根
島
漁
協
婦
人
部
マ
東

京
都
内
湾
整
備
協
会
マ
地
方
協

O
静
岡
県

マ
地
方
協

O
島
根
県
マ
玉
下
信
三
O
山
口

県
マ
後
藤
浩
マ
山
口
県
漁
村
青
壮
年
婦
人

活
動
実
績
発
表
大
会
O
徳
島
県

マ
候
克
己

l
香
典
返
し

O
長
崎
県
マ
峯
紀
久
子
マ
中

山
良
夫
マ
長
崎
県
水
産
加
工
振
興
研
究
会

マ
地
方
協
O
大
分
県
マ
中
嶋
健
太
郎
マ
石

田
典
子

〔
五
月
〕

O
北
海
道

マ
高
田
ミ
ツ

エ
｜
香

典
返
し

O
青
森
県

マ
系
統
親
和
会
（
八
戸

地
区
漁
協
系
統
O

B
会）

O
新
潟
県
マ
地

方
協

O
富
山
県
マ
布
目
久
幸
O
静
岡
県
マ

焼
津
市
機
関
士
協
和
会
代
表
鈴
木

一
男
。

京
都
府

マ
玉
田
裕

一
郎
｜
香
典
返
し
マ
府

立
海
洋
高
等
学
校
生
徒
会
i
学
校
祭
チ
ャ

リ
テ
ィ
l
パ
ザ
1
収
益
金

O
島
根
県

マ
青

山
善
一

郎
・
優
子
。
福
岡
県

マ
地
方
協
O

長
崎
県

マ
森
勝
美
マ
中
山
良
夫
マ
森

一
雄

マ
白
磯
隆
司

O
大
分
県

マ
中
嶋
清
二
マ
伯

洋
海
運
蜘

（、ド成14'1'・ti 11 』＇H別配）

数生
戸..... 
サー奨]JlJ 県府道書店

二
、
一
般
募
金

〔
三
月
〕

O
青
森
県

マ
大
山
チ
セ
（
八
戸

市
）
マ
岩
谷
と
み
子
（
西
津
軽
郡
鯵
ケ
沢

町
）
O
秋
田
県
マ
秋
田
海
上
保
安
部
（
秋

田
市
）

O
埼
玉
県
マ
冨
元
克
昌
（
越
谷
市
）

O
千
葉
県
マ
飯
村
久
子
（
野
田
市
）

O
東

京
都

マ
漁
船
保
険
中
央
会
（
千
代
田
区
）

マ
全
国
漁
協
婦
人
部
連
絡
協
議
会
（
同）

マ
三
水
会
（
同
）
マ
全
国
底
曳
網
漁
業
連

合
会
（
港
区
）
マ
欄
ジ

ョ
イ
企
画
（
同
）

マ
北
見
恭
子
ひ
な
ま
つ
り
ラ
イ
ブ
募
金

（
豊
島
区
）
マ
木
村
か
祢
（
渋
谷
区
）
マ

安
川
糸
子
（
大
田
区
）

O
京
都
府

マ
府
立

海
洋
高
等
学
校
校
長
・
教
職
員

一
同
（
宮

津
市
）
マ
中
上
清
吾
（
与
謝
郡
加
悦
町
）

O
岡
山
県

マ
吉
田
厚
子
（
笠
岡
市
）

O
山

口
県

マ
側
柳
井
魚
市
場
（
柳
井
市
）

O
鹿

児
島
県
マ
冨
元
明
（
鹿
児
島
市
）

〔
四
月
〕

O
埼
玉
県

マ
冨
元
克
昌
（
越
谷

市
）
マ
匿
名
（
三
郷
市
）

O
千
葉
県

マ
飯

村
久
子
（
野
田
市
）
O
東
京
都

マ
木
村
か

祢
（
渋
谷
区
）
マ
梶
浦
富
（
杉
並
区
）
マ

指
幸
子
（
板
橋
区
）
マ
阪
井
光
平
（
江
戸

川
区
）
マ
匿
名
（
品
川
区）

O
京
都
府

マ

中
上
清
吾
（
与
謝
郡
加
悦
町
）

O
岡
山
県

マ
吉
田
厚
子
（
笠
岡
市
）

O
鹿
児
島
県

マ

冨
元
明
（
鹿
児
島
市
）

〔
五
月
〕

O
宮
城
県

マ
横
尾
祥
子
（
仙
台

市
青
葉
区
）
マ
石
巻
遠
洋
底
曳
部
会
会
長

津
田
満
｜
全
日
海
東
北
地
方
支
部
経
由

（
石
巻
市
）

O
埼
玉
県

マ
冨
元
克
昌
（
越

谷
市
）
O
千
葉
県
マ
飯
村
久
子
（
野
田
市
）

O
東
京
都
マ
日
本
冷
蔵
船
協
会
（
中
央
区
）

マ
小
松
正
之
（
新
宿
区
）
マ
木
村
か
祢

（
渋
谷
区
）

O
神
奈
川
県
マ
小
邦
三
奈
子

｜
香
典
返
し
（
横
浜
市
保
土
ケ
谷
区
）
マ

倉
津
静
子
（
藤
沢
市
）

O
京
都
府
マ
中
上

清
吾
（
与
謝
郡
加
悦
町
）

O
岡
山
県
マ
吉

田
厚
子
（
笠
岡
市
）

O
広
島
県
マ
笹
野
理

絵
子
（
因
島
市
）

O
長
崎
県

マ
法
津
貞
夫

｜
香
典
返
し

（長
崎
市
）

O
鹿
児
島
県
マ

富
元
明
（
鹿
児
島
市
）
マ
奄
美
郡
島
水
産

青
年
協
議
会
（
名
瀬
市）

淡町枝’1'.1には、持J噴児を青む． 省

楽理学金貸’＇｝＇奨学＇ f'.には、入学一時金町品の奨学生を合む。

昨f成14'('.Jl!'第 l！日111'川町は内数である。

漁船海難遺児 羽根募 金の水色!! を手の愛




